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図 1 現保育指針と新保育指針における保育概念の比較（模式図） 











































































































































































びの構えの 5領域』を鍵概念に位置づける。（図 2） 
 

























































































































































表 3 子育ちの支援・親育ちの支援に対する『わいわいひろば』の効果 
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 A B 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 A B 
ア 健康な心と体 3 0 カ 思考力の芽生え 24 16 
イ 自立心 6 9 キ 自然との関わり・生命尊重 5 0 




エ 道徳性・規範意識の芽生え 15 4 ケ 言葉による伝え合い 5 6 
オ 社会生活との関わり 12 54 コ 豊かな感性と表現 41 10 
備考：①学生が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明記している内容のみ数値化した。 
②項目 Aは「子育ちの支援で重要な項目」、項目 Bは「親育ちの支援で重要な項目」を示す。 
 
 表 3 が示すとおり、子育ちの支援に対する『わいわいひろば』の効果で学生が重視してい
る「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（上位 3 項目）は、「コ 豊かな感性と表現」（度
数 41）・「ウ 協同性」（度数 27）・「カ 思考力の芽生え」（度数 24）である。 





終わりまでに育ってほしい姿」（上位 3項目）は、「オ 社会生活との関わり」（度数 54）・「カ 
思考力の芽生え」（度数 16）・「コ 豊かな感性と表現」（度数 10）である。そこで度数 6以上






































































１）現保育指針（第 3章 保育の内容）の「養護に関わるねらい及び内容」に記された「イ 情緒の安定 （ア）ね
らい ④」は「一人一人の子どもの心身の疲れが癒されるようにする」と明記されている。 
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